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ゆたかな心をはぐくむ
105 人権教育・啓発課　☎（232）2113人権のひろば

人権啓発標語 「ともだちの　わらうかおは　たからもの」 武蔵ヶ丘北小学校　１年　河合　歩
あゆむ
（現在２年生）

「県人権子ども集会に参加して」 武蔵ヶ丘小学校　５年　久保　遥
はる

香
か

　10月14日、私は県人権子ども集会に参加しました。
私がこの集会に参加しようと思ったのは、実際に周り
に流されてしまい友だちを傷つけたことがあったから
です。
　前に私は相手の気持ちを考えずに、周りが言ってい
るなら私もそうしようと流されて、言えないことがあ
りました。今思うと、その時なにもできなかったこと
がとてもくやしくて、私は傷ついてつらい思いをして
いる人を一人でも減らしたいという思いをもってこの
集会にのぞみました。
　集会で印象に残ったのは合志小学校の発表でした。
私は、「だれかが何か悪いことをして先生に言ってし
まったらその人がおこられてしまう。だから、おこら
れた人がかわいそう」と思ってしまうことがありまし
た。合志小でも同じような気持ちを持っている人がい
ました。でも、発表を聞いて、何か悪いことをしてい
るということは、誰かを傷つけてしまうということで
もあり、そのことを理解してもらいこれからの行動を

変えて欲しいという思いを強く持てるようになりまし
た。
　また、嘉島中学校は「嘉島中復興プロジェクト」の
取り組みを通して、人と人との温かいつながりを発表
してくれました。このような温かい心を持つ人が増え
ればいじめや差別も減ってくると思いました。
　他にも、高校生の発表を聞いて人権に対する考えが
深まりました。私はこれからもいじめや差別をなくす
行動をして、みんなから悲しみやつらいことがなくな
り、笑顔で過ごせる学校にしたいです。

（先生から）過去の自分を振り返り、行動を変えたいと考え
て県人権子ども集会に参加した遥香さんの思い
が伝わってきます。他の学校の発表から、自分
と同じような悩みを持っている人の生き方が、
自分を変えるきっかけとなったようです。これ
からも優しい心で友だちを支えていくことで
しょう。

班で話し合う子どもたち
部落差別をはじめあらゆる差別をなくす

「熊本県人権子ども集会」

　「人権のまち菊陽フェスタ」を10月28日（土）、菊陽町図書館ホールで開催しました。熊本県の人権キャラクター
コッコロ隊のステージショー、東部町民センターを拠点に活動するふれあい劇団による「こころをつなぐ『言葉は
宝』」の演劇と、山口県人権啓発センターの川

かわ
口
ぐち
泰
やす
司
し
さんによる「知ってた？『部落差別解消法』が施行！～『寝た子』

はネットで起こされる？」と題した講演がありました。川口さんは「部落差別解消法」が成立した背景の一つにイン
ターネット上での部落差別の深刻化があると話し、ネット上の部落差別、人権侵
害に対して、国や地方自治体、企業や運動団体、市民などが総力を挙げて取り組
む必要があると講演。また、子どもたちがインターネット上の差別や偏見、デマ
などをうのみにしない力を身に付けることの重要性や、インターネット上の差別
情報や人権侵害に対する行政の対応、インターネットのプラス面を活用した「部
落差別解消法」を推進する取り組みの重要性などの話がありました。
　参加者からは「ネット社会でいろいろな事が起こっていることを初めて知りま
した。大人も子どもも正しい学習が必要だと思いました」「川口さんの話で私の
中の考え方が変わりました。寝た子を起こすなと思っていたけどそれは違うよう
な気がします」などの感想が寄せられました。

人権のまち菊陽フェスタ
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澄
世 「部落差別解消法」推進の重要性を

力強く話す川口泰司さん

　10月18日の「統計の日」を記念して、農業水産統計
調査に調査員として５年間協力した上田和徳さん（中尾）
に農林水産大臣から感謝状が贈られました。
　農業水産統計調査は農林水産省が実施する政府統計の
一つで、調査結果は農業に関する各種政策に活用されて
います。それぞれの統計調査は私たちの生活に密接に関
わっており、一人一人が関心と理解を深めることが重要
です。上田さんの今後ますますの活躍が期待されます。

長年の功績を称えて
農林水産大臣感謝状を受賞
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感謝状を持つ上田和徳さん


